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五
月
九
日
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
選
挙
で
、
一
九
七
二
年
に
戒
厳

令
を
施
行
し
た
独
裁
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ
ス
元
大
統
領

の
長
男
が
、
次
期
大
統
領
に
当
選
し
た
。
二
位
の
レ
ニ
・
ロ
ブ
レ
ド

に
二
倍
以
上
の
得
票
差
を
つ
け
た
圧
勝
で
あ
る
。

　

父
と
同
名
の
彼
は
「
ボ
ン
ボ
ン
」
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
。
五
七
年

生
ま
れ
で
、
現
在
六
四
歳
だ
。
七
〇
年
、
一
三
歳
で
イ
ギ
リ
ス
の
名

門
高
校
に
留
学
し
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
哲
学
・
政
治
・

経
済
を
学
ぶ
。
そ
こ
で
学
士
号
を
取
得
し
た
と
主
張
す
る
も
、
実
際

に
は
落
第
で
、
学
歴
詐
称
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
後
に
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
も
入
学
す
る
が
、
や
は
り
中
退

し
て
い
る
。
海
外
滞
在
中
は
、
学
費
以
外
に
毎
月
一
〇
〇
万
円
以
上

の
仕
送
り
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。

　

帰
国
す
る
と
、
父
親
の
任
命
に
よ
り
八
〇
年
、
二
三
歳
で
イ
コ
ロ

ス
・
ノ
ル
テ
州
副
知
事
に
、
二
六
歳
で
同
州
知
事
に
就
く
。
し
か

し
八
六
年
の
ピ
ー
プ
ル
・
パ
ワ
ー
革
命
に
伴
い
、
一
族
は
ハ
ワ
イ

へ
の
亡
命
を
強
い
ら
れ
た
。
一
九
九
一
年
に
帰
国
す
る
と
、
下
院

議
員
（
九
二
〜
九
五
年
）、
イ
コ
ロ
ス
・
ノ
ル
テ
州
知
事
（
九
八
〜

二
〇
〇
七
）、
下
院
議
員
（
〇
七
〜
一
〇
）、
上
院
議
員
（
一
〇
〜

一
六
）
を
歴
任
。
一
六
年
に
は
副
大
統
領
選
挙
で
レ
ニ
・
ロ
ブ
レ
ド

に
惜
敗
す
る
も
、
今
回
の
大
統
領
選
挙
で
雪
辱
を
果
た
し
た
。

　

た
だ
し
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
政
治
家
と
し
て
の
実
績
を
あ
げ
る

の
は
難
し
い
。
い
く
つ
か
の
立
法
を
実
績
と
し
て
あ
げ
る
も
、
実
質

的
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。選
挙
戦
で
も
、

具
体
的
な
政
策
を
提
示
す
る
こ
と
な
く
、
主
要
な
討
論
会
も
欠
席
し

続
け
た
。
演
説
で
は
「
連
帯
」「
助
け
合
い
」「
愛
情
」
な
ど
を
延
々

と
繰
り
返
す
だ
け
で
、
内
容
は
空
虚
だ
っ
た
。

東
京
外
国
語
大
学
教
授

日
下 

渉

新
大
統
領
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ
ス
氏
は

独
裁
者
の
父
親
の
統
治
イ
メ
ー
ジ
を
「
書
き
換
え
」、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
す
る
こ
と
で
支
持
を
集
め
た
。

新
自
由
主
義
の
労
働
に
疲
れ
た
国
民
の
選
択
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
政
治
と
外
交
を
ど
う
変
え
る
か
。

く
さ
か　

わ
た
る　
一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
卒
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

助
教
、
名
古
屋
大
学
准
教
授
を
経
て
現
職
。

専
門
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
研
究
。
著
書
に
『
反

市
民
の
政
治
学 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
民
主
主
義
と

道
徳
』、M

oral Politics in the Philippines: 
Inequality, D

em
ocracy and the U

rban 
Poor 

な
ど
。

支
持
さ
れ
た「
マ
ル
コ
ス
黄
金
期
」の
幻
想

―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
二
〇
二
二
年
大
統
領
選
挙
を
見
る
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
偽
善
的
エ
リ
ー
ト
」
へ
の
敵
意
を
共
有

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
が
圧
勝
し
た
理
由
と
し
て
、
民
主
化
後
の
政

治
に
幻
滅
し
た
有
権
者
が
、
マ
ル
コ
ス
陣
営
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

に
操
ら
れ
て
、
父
マ
ル
コ
ス
の
「
黄
金
時
代
」
を
取
り
戻
そ
う
と
し

た
た
め
だ
、
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

た
し
か
に
、
民
主
化
の
立
役
者
と
な
っ
た
ア
キ
ノ
家
な
ど
を
「
偽

善
的
エ
リ
ー
ト
」
と
批
判
す
る
庶
民
の
声
は
、
年
々
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
彼
ら
は
、口
先
で
「
自
由
」
や
「
民
主
主
義
」
を
語
る
一
方
、

利
権
を
強
化
し
、
主
流
メ
デ
ィ
ア
で
自
ら
に
有
利
な
情
報
を
流
し
、

不
平
等
社
会
を
維
持
し
て
庶
民
を
苦
し
め
続
け
て
き
た
。そ
れ
ゆ
え
、

ド
ゥ
テ
ル
テ
や
マ
ル
コ
ス
の
よ
う
に
、
偽
善
的
エ
リ
ー
ト
の
支
配
に

終
止
符
を
打
つ
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、ド
ゥ
テ
ル
テ
家
も
マ
ル
コ
ス
家
も
、戦
後
に
台
頭
し
た
エ
リ
ー

ト
一
族
で
、
支
配
地
域
で
多
く
の
公
職
を
独
占
す
る
「
政
治
王
朝
」

を
築
い
て
き
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
有
権
者
が
彼
ら
を
既
存
の
政
治
に
対

す
る
「
改
革
勢
力
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
支
持
す
る
の
は
、ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
組
織
的
な
偽
情
報
の
影
響
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
二
〇
一
四
年
頃
か
ら
マ
ル
コ
ス
陣
営
は
、
広
告
業
界
の
専
門
家

が
経
営
す
る
「
荒
ら
し
会
社
」（troll com

panies

）
を
用
い
て
、

父
の
独
裁
政
権
を
「
黄
金
期
」
と
美
化
し
、
真
実
（
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
実
績
な
ど
）
と
虚
構
（
腐
敗
の
否
定
な
ど
）
を
織
り
交
ぜ
た
情
報

を
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
拡
散
し
て
き
た
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
で
は
、
マ
ル
コ
ス
を
支
持
す
る
若

者
の
投
稿
が
目
に
つ
く
。
た
だ
し
、
偽
情
報
を
批
判
す
る
だ
け
で
な

く
、
広
範
な
人
々
が
こ
う
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
共
鳴
す
る
に
至
っ

た
社
会
的
な
文
脈
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
自
己
犠
牲
」
で
台
頭
し
た
下
位
中
間
層

　

も
っ
と
も
明
確
な
要
因
は
地
域
で
あ
る
。
出
口
調
査
で
も
、
マ
ル

コ
ス
の
地
盤
で
あ
る
北
部
と
、
副
大
統
領
に
当
選
し
た
サ
ラ
・
ド
ゥ

テ
ル
テ
の
故
郷
で
あ
る
南
部
で
は
、
マ
ル
コ
ス
の
得
票
率
が
圧
倒
的

に
高
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
家
の
地
元
有
権
者
の
支
持
が
決
定
的
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
マ
ル
コ
ス
の
圧
勝

を
理
解
す
る
に
は
、
地
域
を
超
え
る
支
持
の
広
が
り
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
際
、
マ
ル
コ
ス
支
持
者
に
は
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
、
Ｅ
層
（
貧
困
層
）
と
Ｃ
層
（
中
間
層
）
の
狭
間

に
い
る
Ｄ
層
が
多
か
っ
た
と
い
う
世
論
調
査
会
社
の
選
挙
前
デ
ー
タ

は
示
唆
に
富
む
。

　

私
の
考
え
で
は
、
マ
ル
コ
ス
の
勝
因
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
中
頃
に

本
格
化
し
た
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
台
頭
し
て
き
た
Ｄ
層
の
ミ
レ
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ニ
ア
ル
世
代
に
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
Ｄ
層

は
「
上
位
貧
困
層
」
と
見
な
さ
れ
た
。
し
か
し
今
や
、
家
政
婦
、
看

護
師
、
船
員
と
し
て
の
海
外
出
稼
ぎ
や
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
各

種
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
労
働
を
通
じ
、
一
定
の
豊
か
さ
を
手
に
し
た

「
下
位
中
間
層
」
に
成
長
し
た
。
た
だ
し
、
他
国
に
比
べ
る
と
経
済

成
長
が
中
間
層
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
経
済
的
な
安
定
ま

で
は
手
に
し
て
い
な
い
。

　

し
か
も
、
彼
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
新
自
由
主
義
の
労
働
市
場
で
規

律
化
さ
れ
た
「
人
的
資
源
」
た
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
不
安
定
と
ス

ト
レ
ス
の
な
か
で
勤
労
し
て
い
る
。「
陽
気
」
で
「
人
間
関
係
の
良

好
な
」
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
し
て
、
非
対
称
な
権
力
関
係
の
も
と
、
自

ら
の
感
情
を
抑
制
し
、顧
客
や
雇
用
主
を
ケ
ア
す
る「
感
情
労
働
」（
心

の
商
品
化
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
）に
従
事
す
る
者
も
多
い
。
し
か
も
、

海
外
出
稼
ぎ
者
の
な
か
に
は
、
深
刻
な
人
権
侵
害
に
遭
う
者
も
少
な

く
な
い
。

　

民
主
化
の
経
済
成
長
を
牽
引
し
て
き
た
の
は
、
こ
う
し
た
人
々

の
日
々
の
勤
労
、
送
金
、
消
費
活
動
、
そ
し
て
彼
ら
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
「
自
己
犠
牲
」（sacrificio

）
で
あ
る
。
他
方
、
国
家
は
国

内
産
業
を
育
成
す
る
よ
り
も
、
彼
ら
を
「
新
た
な
英
雄
」（bagong 

bayani

）
と
称
賛
し
、
新
自
由
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
働
に
従
事

さ
せ
る
こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
。

有
権
者
は
な
ぜ
「
政
策
」
よ
り
も
「
幻
想
」
を
取
っ
た
か

　

二
〇
一
六
年
選
挙
で
こ
の
新
興
下
位
中
間
層
は
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
の

「
規
律
」
が
自
ら
の
足
を
引
っ
張
る
犯
罪
者
を
懲
罰
し
、
不
平
等
な

シ
ス
テ
ム
を
変
革
さ
え
し
て
く
れ
れ
ば
、
自
ら
の
力
で
成
功
を
収
め

ら
れ
る
と
自
信
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
今
回
、
新
自
由
主
義
の
労
働

と
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
経
済
悪
化
の
も
と
、
彼
ら
は
疲
労
感
や
社
会

上
昇
の
限
界
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

マ
ル
コ
ス
陣
営
は
、大
統
領
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

国
家
が
人
々
に
福
利
と
安
定
を
提
供
し
た
と
い
う
「
マ
ル
コ
ス
黄
金

期
」
の
幻
想
を
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
彼
ら
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
彼
ら
が
生
き
て
き
た
不
安
定
で
ス
ト
レ
ス
に
満
ち
た
現
実

の
世
界
と
は
異
な
り
、
そ
の
幻
想
の
世
界
で
は
、
人
々
は
国
家
に
安

心
し
て
身
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

マ
ル
コ
ス
と
選
挙
戦
を
争
っ
た
ロ
ブ
レ
ド
陣
営
は
、「
生
活
が
よ

く
な
る
」（angat buhay

）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
具
体
的
な
社
会

経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
し
、
選
挙
集
会
で
は
雑
炊
の
炊
き
出
し
を

行
っ
た
。
だ
が
、
彼
女
を
支
持
し
た
の
は
経
済
的
に
安
定
し
た
中
間

層
で
、
し
っ
か
り
説
明
責
任
を
果
た
す
ロ
ブ
レ
ド
の
道
徳
性
を
評
価

し
た
の
だ
っ
た
。
他
方
、
下
位
中
間
層
は
、
ロ
ブ
レ
ド
陣
営
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
雑
炊
を
、
こ
れ
ま
で
自
己
犠
牲
で
生
活
を
改
善
さ
せ
て
き
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た
彼
ら
の
努
力
を
過
小
評
価
す
る
も
の
と
認
識
し
た
よ
う
だ
。
彼
ら

は
む
し
ろ
、
マ
ル
コ
ス
の
空
虚
な
言
葉
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

幻
想
を
通
じ
て
、
自
ら
の
希
望
や
夢
を
自
由
に
投
影
す
る
方
が
、
よ

ほ
ど
楽
し
く
、
可
能
性
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
に
欠
け
る
？ 

内
政
と
外
交

　

た
だ
し
、
マ
ル
コ
ス
政
権
が
支
持
者
の
希
望
を
か
な
え
る
可
能
性

は
低
そ
う
だ
。彼
自
身
が
、国
内
外
の
課
題
に
対
し
て
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
む
し
ろ
マ
ル
コ
ス
家
最
大

の
関
心
は
、
三
九
〇
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
と
も
い
わ
れ
る
税
金
の
滞
納

や
、
不
正
蓄
財
や
人
権
侵
害
を
め
ぐ
る
裁
判
（
母
イ
メ
ル
ダ
は
懲
役

刑
の
有
罪
判
決
で
控
訴
中
）
を
帳
消
し
に
し
て
、
一
族
の
汚
名
を
そ

そ
ぎ
、栄
誉
を
取
り
戻
す
こ
と
だ
ろ
う
。そ
の
た
め
に
、選
挙
後
も「
荒

ら
し
会
社
」
を
通
じ
て
偽
情
報
で
幻
想
を
強
化
し
続
け
る
に
違
い
な

い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
裏
で
は
「
黄
金
時
代
」
回
復
の
象
徴
と
し
て
実
施

さ
れ
る
、
公
共
事
業
を
食
い
物
に
す
る
利
権
政
治
が
横
行
す
る
だ
ろ

う
。
漏
れ
て
く
る
閣
僚
候
補
の
情
報
を
見
て
も
、
そ
の
可
能
性
は
高

い
。
と
り
わ
け
、
サ
ラ
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
と
マ
ル
コ
ス
家
の
連
携
を
実

現
さ
せ
た
ア
ロ
ヨ
元
大
統
領
の
一
派
は
、
手
ぐ
す
ね
引
い
て
待
っ
て

い
る
は
ず
だ
。
過
剰
な
利
権
政
治
は
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
暴
露
さ
れ

れ
ば
、
政
治
不
安
を
招
く
危
険
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
利
権
政
治
は
中
国
寄
り
の
外
交
を
導
く
可
能
性
が
高
い
。

ア
ロ
ヨ
は
大
統
領
だ
っ
た
二
〇
年
前
に
、
既
に
中
国
企
業
と
の
癒
着

を
深
め
て
い
た
。南
シ
ナ
海
に
お
け
る
海
洋
資
源
の
共
同
探
索
な
ど
、

中
国
資
本
と
の
連
携
は
大
き
な
イ
シ
ュ
ー
に
な
る
だ
ろ
う
。た
だ
し
、

マ
ル
コ
ス
政
権
が
極
端
な
「
親
中
反
米
」
外
交
に
向
か
う
こ
と
は
な

い
は
ず
だ
。
そ
も
そ
も
国
防
省
と
外
務
省
に
は
伝
統
的
に
親
米
派
の

官
僚
が
多
い
。
中
国
か
ら
の
支
援
や
利
権
が
滞
れ
ば
、
ド
ゥ
テ
ル
テ

政
権
後
半
の
二
年
の
よ
う
に
、
中
国
の
海
洋
進
出
を
牽
制
す
る
発
言

も
出
て
く
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
対
中
牽
制
だ

け
で
な
く
、
二
〇
一
七
年
の
マ
ラ
ウ
ィ
市
街
戦
の
よ
う
に
、
国
内
に

お
け
る
対
テ
ロ
作
戦
で
も
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
が
必
要
に
な
る
局
面

は
あ
り
う
る
。

　

日
本
に
対
し
て
は
、
従
来
の
政
権
と
同
様
、
友
好
的
な
態
度
を
取

る
だ
ろ
う
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
政
権
は
経
済
特
区
に
進
出
し
た
日
本
企
業

へ
の
税
制
優
遇
を
撤
廃
し
た
り
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
成

長
の
停
滞
を
考
え
る
と
、
そ
う
し
た
強
気
の
対
応
を
進
め
る
こ
と
も

な
い
は
ず
だ
。
日
本
側
と
し
て
は
、
円
安
で
巨
額
の
支
援
を
行
う
の

が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
な
か
、
現
地
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
い
か
に
質
の
高
い
支
援
や
投
資
で
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

か
が
鍵
に
な
ろ
う
。
●




